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研究成果の概要（和文）：　研究の目的は、貧困の世代的再生産の構造を地域の社会的諸条件、生活過程の現実態と不
利の構造、生活者の意識との関連から総合的に検討し、社会的介入と支援のあり方を考察することである。その為に地
方都市において住民を対象とした調査、社会福祉施設利用者調査、海外調査を行った。
　結果として貧困の世代的再生産への政策的介入に関して以下が考慮されるべきことが示唆された。①地域的条件、特
に労働市場と労働力移動、②地域政策との連動、③地域における母子保健、保育等の子育て支援制度の整備、④子ども
期からの「障害」への対応、⑤地域における学校の機能の再定位、⑥家族における家事・ケア負担の調整、⑦ジェンダ
ー平等の方向性。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to examine the policy intervention to 
intergenerational poverty in the rural city. As the result of intensive interviews to the residents 
(elderly, parents, mothers of children with disabilities), teachers, people living in the social 
institutions, following points are need to be considered as the important conditions on policy making.
 1 Local condition of labor market. 2 Making the link with Neighborhood policy. 3 Making the good quality 
of social resources of child rearing. 4 Effective support to children.with disabilities 5 Re-define of 
the school role in the community. 6 Equality of the care taking in the family. 7 Intention to the gender 
equal society.

研究分野：社会福祉学
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１．研究開始当初の背景 
社会福祉の対象として貧困を把握する場
合、持続的、固定的な性格の解明は重要な鍵
のひとつである。固定的性格は、社会的な不
平等構造の根強さの反映であると同時に、個
人・家族の生活過程における不利の連鎖・複
合の結果でもあり、その点への政策的・実践
的介入が社会福祉の固有の課題だからであ
る。特に世代をこえた貧困の持続、すなわち
貧困の世代的再生産は、子どもの人生の可能
性が、その開始時点から制約されている点で、
社会的公正の観点から容認できない。 
子育てと子どもに対する介入は、貧困に対
抗する取り組みとして古い歴史をもつ。しか
し高度成長期以降の日本では、研究と実践の
双方において関心が低下していた。近年、貧
困への社会的関心の高まりと「子どもの貧
困」の社会問題化を背景として、改めて貧困
の世代的再生産が研究の課題となってきた。 
教育社会学では、教育機会・教育達成と階
層移動の関係は中心テーマのひとつであり、
貧困の世代的再生産論と交差する研究領域
である。これは教育機会の不利が次世代の貧
困を帰結することを明らかにし、貧困の世代
的再生産に対する教育的な介入の意味と効
果を検討するなど、重要な知見を提供してい
る。しかし例えば、近年の大学進学率の上昇
にも関わらず若年層の貧困が顕在化してい
るように、教育機会の拡大のみでは問題は解
決しない。したがって、広く生活過程におけ
る不利と社会的諸条件を視野におく研究と
実践が必要である。 
一方社会政策研究では、一般人口を対象に
回顧的質問を通して、子ども期の生活状態と
現時点での生活状態の関連を統計的に分析
し、貧困の世代的再生産の経路を検討する試
みが開始されている。例えば阿部彩（2011）
は、「低学歴」以外の経路の存在を明らかに
している。この知見は教育社会学の限界を補
完する上で貴重であるが、資料の性格と分析
方法の特徴から、生活を具体的に条件づける
地域的条件、社会資源との関係や意識などが
捨象されがちになる。 
社会福祉研究では、児童養護施設や生活保
護、あるいは子ども虐待問題など、福祉制度
の対象となった家族の生活と子どもの分析
による貧困の世代的再生産の研究が、一定の
蓄積を持つ。これは現実の生活過程の諸問題
を具体的に検討し、実際の制度や支援がどの
ように関わっているかを視野に置く点で、貧
困の世代的再生産の構造をよりインテンシ
ヴに把握しうる。本研究計画の代表者と分担
者のこれまでの研究は、主にこの領域でなさ
れている。例えば児童養護施設卒園者の生活
構造分析から、低位な労働生活と社会的孤立
の相互規定的な関係を析出し、貧困の固定的
性格を検討した研究（松本伊智朗 1987）が
初期のものであるが、特定の制度の利用者と
いう限定された対象であり、全体像の把握に
は距離がある。 

近年には、「子どもの貧困」という視点か
ら貧困層の子どもの社会的不利の諸相を明
らかにし、貧困の世代的再生産に対抗する政
策と実践を構想する諸研究が登場した。松本
伊智朗他（2008）、阿部彩（2008）などがそ
の初発であり、本計画に関わる研究者の多く
がこの領域において研究を進めている。この
「子どもの貧困」という視点は、社会福祉領
域のみならず、広く社会政策、教育、医療等
の分野で関心を呼び、政策と実践において一
定の進捗が見られる。これらの研究は貧困に
対抗する「子ども政策」の重要性を明らかに
している点で貴重であり、子どもの視点から
貧困の世代的再生産の構造にせまる可能性
をもつが、地域と家族の貧困を視野にいれた
総合的な分析と考察に支えられる必要があ
る。 
 
２．研究の目的 
こうした先行研究の成果を受け継ぎ発展
させるため、本研究では貧困の世代的再生産
の構造を、地域の社会的諸条件、生活過程の
現実態と不利の構造、生活者の意識との関連
から総合的に検討し、社会的介入と支援のあ
り方を考察することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 主に以下の諸調査と海外でのヒアリング、
研究会の開催を行った。 
 
（１）地域社会調査 
北海道道北地域に位置する A市・B市・C
市において以下の調査を行った。 

2013 年度：①長期にＡ市に居住している
高齢の方々を対象とした「長期在住者調査」
で、13名の方々の協力を得た。②A市保育所
を利用する保護者の方々を対象とした、「保
育所利用者調査」である。市内に 5箇所ある
認可保育所のすべての 3歳児の保護者に対す
る悉皆調査で、61名を対象とし 45名の協力
を得た。③A 市内の小学校（3 箇所：抽出）、
中学校（4箇所：悉皆）、高校（2箇所：悉皆）
の管理職、教員の方々を対象とした「学校調
査」。 

2014年度：A市内在住の学齢以前の障害児
を養育する母親に対する、「障害児の母親調
査」。 

2015年度：①B市における保育所の機関ヒ
アリング調査、②C市における「障害児の母
親調査」 
 
（２）福祉施設利用者調査 
2014 年度：A市に立地する知的障害者施設
を利用する障害者の家族に対する「障害者家
族調査」。 
 2015 年度：①北海道におけるすべてのホー
ムレス支援施設（7 箇所）における「ホーム
レス支援施設利用者調査」（悉皆調査、363 名）、
②「全国自立援助ホーム利用者調査」（悉皆
調査、821 名） 



 
（３）イギリス調査・海外研究者との共同関
係の構築 
 2013年度：研究代表者と2名の共同研究者、
1 名の研究協力者がオックスフォードを訪問
し、関係機関のヒアリングを行うと同時に、
オックスフォード大学とロンドン大学LSEに
おいて研究交流を行った。 
 2014 年度：①オックスフォード大学フラ
ン・ベネット講師と A市において機関ヒアリ
ングを共同で行い、地域社会における貧困の
構造に関する議論の共通枠組みの構築を図
った。②また同時に北海道大学において、フ
ラン・ベネット講師を中心として女性の貧困
と子どもの貧困の関連に関する集中的な討
議を行い、貧困の世代的再生産と家族・ジェ
ンダーの関係についての分析枠組みの構築
を試みた。③研究代表者がオックスフォード
を訪問し、機関ヒアリングを行った。またオ
ックスフォード大学とロンドン大学LSEを訪
問し、研究交流を行った。 
 
４．研究成果 
 
調査結果の分析は終了していないが、現時点
で得られた成果・知見は以下である。 
 
（１）貧困の世代的再生産の構造を、地域社
会を単位として把握するためには、その地域
の生活様式と子育て・世代の再生産様式を理
解することが前提の作業となる。「長期在住
者調査」は、まず「A 市において生活するこ
と」を把握することを目的として実施された。
今回の対象者は職業、地縁・血縁のネットワ
ークの基盤を持つ、相対的安定層であり、A
市に対する評価は高いが、子ども世代は A市
から他出している場合が多く、個別家族の生
活の安定と地域における世代の再生産の基
盤構築には一定の乖離があることが示唆さ
れた。 
 
（２）「保育所利用世帯調査」では、実際の
子育て世帯を対象に、家族の社会的ネットワ
ーク、社会資源・制度との関係、家族におけ
るケア分担といった観点から、A 市における
子育て様式の特徴を考察した。以下の知見が
得られた。①家族は定住型、U ターン型、転
入型に分類でき、それぞれに子育てに関する
社会的ネットワークの形成が異なる、②移動
の主な要因は家族形成と職業移動である。女
性の Uターン、転入に関わる職業移動はケア
労働に関係しており、A 市の地域労働市場を
反映している。③母子保健、保育所は子育て
支援の地域資源として評価が高く、多くの場
合有効に機能している。④家事分担とケアの
負担は女性に集中することが多く、その負担
の軽減は親族のネットワークに依拠してい
る。 
 
（３）「学校調査」では、貧困家庭の子ども

の教育が学校でどのように意識されている
か、進路選択の過程で A市から他出せざるを
得ない地域的条件についてどのように意識
されているかといった観点から、聞き取りが
行われた。結果、①学校では、一般的な子ど
もの成長について高い関心が寄せられるが、
低所得・貧困の問題は実践的課題として意識
されにくく、②他地域への転出の多さと地域
の縮小再生産の構造についても、個々の子ど
もの利益という観点から、問題としにくい状
況が確認された。 
 
（４）「障害児の母親調査」では、障害児の
養育に関して、地域の子育て支援・療育が有
効に機能していることが確認された。その上
で母親にケア負担が集中する構造があるこ
と、子どもにより追加的なケアが必要になっ
たときにもそれは変化が無いこと、従って子
育てへの社会的支援と同時に、家族でのケア
負担の平等化の方向が、家族の資源格差が子
どもの福祉格差に連動しない社会的条件の
整備に必要であることが示唆された。この点
は、フラン・ベネット講師を中心とした女性
の貧困と子どもの貧困の関係についての集
中的な討議でも多様な事例を通して議論さ
れ、貧困の世代的再生産構造をジェンダー視
点から分析する理論枠組みの構築が求めら
れていることが確認された。 
 
（５）「ホームレス支援施設利用者調査」で
は、ホームレス経験を持つ人のうち約 3割が
何らかの「障害」を持つが、入所以前から「手
帳」を取得していたのはその約３割であり、
多くは制度的な対応がなされていなかった
ことが確認された。従って、障害への制度的
対応がホームレス状態の予防的意味がある
こと、これには子ども期からの対応が含まれ
ることが示唆された。 
 
（６）「全国自立援助ホーム利用者調査」で
は、利用者の社会的不利・貧困は、生活基盤
の崩壊、社会的排除、被害体験といった側面
が複合していることが確認された。 
 
（７）これらから、貧困の世代的再生産への
政策的介入に関して、以下が考慮されるべき
ことが示唆された。①地域的条件、特に労働
市場と労働力移動の条件、②地域政策との連
動、③地域における母子保健、保育等の子育
て支援制度の整備、④子ども期からの「障害」
への対応、⑤地域づくりにおける学校の機能
の再定位、⑥家族における家事・ケア負担の
調整、⑦ジェンダー平等の方向性。 
 
（８）今回の研究では、当初の課題のうち、
地域における社会意識・貧困観の分析、複数
の地域の比較分析は行えなかった。 
 
以上 
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